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沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
に
お
け
る
教
科
書
採
択
に
関
す
る
質
問
主
意
書

文
部
科
学
省
は
九
月
十
五
日
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
に
対
し
、
「
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
の
規
約
に
従
っ
て
ま
と
め
ら
れ

た
結
果
」
に
基
づ
い
て
、
同
採
択
地
区
を
構
成
す
る
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
各
教
育
委
員
会
が
同
一
の
教
科
書
を
採
択

す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
求
め
る
通
知
を
発
出
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
経
緯
と
事
実
関
係
を
十
分
に
ふ
ま
え
ず
、
一
連

の
不
正
常
な
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
育
鵬
社
の
公
民
教
科
書
を
選
定
し
た
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会
と
い

う
。
）
の
答
申
に
従
っ
て
採
択
を
一
本
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
地
方
教
育
行
政
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
関
係
者
や
教
職
員
、
保
護
者
、
住
民
か
ら
は
困
惑
と
不
信
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

中
川
正
春
文
部
科
学
大
臣
は
、
九
月
二
十
日
の
記
者
会
見
で
、
法
の
趣
旨
、
沖
縄
で
つ
く
っ
て
い
る
ル
ー
ル
と
そ
の
運
用
、

ど
こ
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
し
か
っ
た
か
に
つ
い
て
外
形
的
に
分
析
し
、
文
部
科
学
省
と
し
て
の
総
合
的
な
判
断
を
示
す
可
能
性
に

言
及
し
て
い
る
。

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
の
上
、
事
実
関
係
と
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
不
当
な
政
治
介
入
を
排
し
、
現
行
地
方
教

育
行
政
法
、
教
科
書
無
償
措
置
法
に
基
づ
く
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
関
係
市
町
教
育
委
員
会
の
努
力
を
尊
重
す
る
立
場
に
立
ち

返
る
べ
き
で
あ
る
。

一



以
下
、
質
問
す
る
。

一

今
回
の
問
題
は
、
協
議
会
規
約
の
全
面
改
定
か
ら
始
ま
っ
た
。
採
択
に
向
け
た
作
業
が
す
で
に
開
始
さ
れ
て
い
る
六
月
二

十
七
日
に
開
か
れ
た
協
議
会
の
総
会
で
、
協
議
会
会
長
の
玉
津
博
克
石
垣
市
教
育
長
は
、
初
め
て
規
約
改
定
案
を
提
示
し
、

そ
の
場
で
承
認
の
手
続
き
を
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
従
来
、
同
採
択
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
調
査
員
に
よ
る
推

薦
図
書
の
順
位
付
け
を
廃
止
し
、
そ
の
点
に
つ
い
て
「
総
会
で
は
い
ろ
ん
な
情
報
提
供
を
し
た
の
で
、
伝
え
た
か
ど
う
か

は
っ
き
り
し
な
い
」
と
述
べ
、
複
数
の
委
員
か
ら
は
「
事
前
に
聞
い
て
い
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て

い
る
（
「
八
重
山
毎
日
新
聞
」
七
月
十
七
日
付
）
。
こ
れ
ら
の
改
定
が
、
各
教
育
委
員
会
に
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
手
続
き

を
経
ず
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
と
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

改
定
さ
れ
た
規
約
で
は
、
調
査
員
に
つ
い
て
「
役
員
会
が
選
任
し
、
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
又
は
任
命
す
る
」
（
第
八
条

三
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
玉
津
会
長
は
、
役
員
会
を
開
催
せ
ず
に
調
査
員
を
任
命
し
、
翌
二
十
八
日
に
委
嘱
状
を
交
付
し
て

い
る
。
交
付
式
は
、
協
議
会
副
会
長
の
慶
田
盛
安
三
竹
富
町
教
育
長
に
日
程
を
伝
え
な
い
ま
ま
開
催
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
（
「
琉
球
新
報
」
七
月
十
六
日
付
）
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
と
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

玉
津
会
長
は
、
調
査
員
に
よ
る
推
薦
図
書
の
順
位
付
け
の
廃
止
に
つ
い
て
、
「
平
成
二
年
に
文
科
省
か
ら
の
通
達
で
順
位

二



付
け
を
さ
せ
ず
、
協
議
会
で
判
断
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
る
」
（
「
八
重
山
毎
日
新
聞
」
七
月
十
七
日
付
）
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
、
政
府
の
見
解
と
同
じ
か
。

四

規
約
の
改
定
に
よ
っ
て
、
協
議
会
の
構
成
は
、
各
教
育
委
員
会
の
担
当
課
長
（
指
導
主
事
）
三
名
が
外
さ
れ
る
一
方
、
教

育
委
員
三
名
が
加
わ
り
、
総
数
は
十
一
名
か
ら
八
名
に
削
減
さ
れ
た
。
沖
縄
県
教
育
庁
八
重
山
教
育
事
務
所
は
、
八
月
二
日

に
口
頭
で
、
翌
三
日
に
文
書
で
、
「
協
議
会
メ
ン
バ
ー
に
校
長
・
三
市
町
教
育
委
員
会
指
導
主
事
を
新
た
に
追
加
し
、
教
育

専
門
家
の
意
見
を
役
立
て
、
更
な
る
採
択
地
区
協
議
会
の
協
議
の
充
実
を
図
る
こ
と
」
を
要
請
し
た
が
、
協
議
会
は
十
日
の

総
会
で
委
員
の
追
加
動
議
を
否
決
し
た
。
こ
う
し
た
下
で
開
か
れ
た
八
月
二
十
三
日
の
協
議
会
で
は
、
調
査
員
に
よ
る
報
告

書
で
推
薦
図
書
に
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
最
も
多
い
十
四
ケ
所
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
八
月

二
十
五
日
付
、
九
月
二
日
付
）
育
鵬
社
の
公
民
教
科
書
が
、
時
間
に
し
て
約
五
分
間
、
教
科
書
名
を
明
か
さ
ず
に
審
議
す
る

こ
と
を
求
め
る
玉
津
会
長
の
采
配
の
下
、
二
人
の
委
員
が
教
科
書
名
を
挙
げ
ず
に
選
定
に
お
け
る
着
眼
点
を
述
べ
た
だ
け
で

採
決
に
付
さ
れ
、
選
定
さ
れ
た
（
「
琉
球
新
報
」
九
月
八
日
付
、
同
十
六
日
付
）
。
こ
れ
ら
一
連
の
経
過
を
ふ
ま
え
、
協
議

会
に
よ
る
選
定
が
「
教
科
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
十
分
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
」
（
二
〇
一
一
年
四
月
七
日
、
「
平
成
二
十

四
年
度
使
用
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
）
行
わ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三



五

八
月
二
十
三
日
の
協
議
会
は
、
非
公
開
で
開
か
れ
、
記
名
投
票
を
求
め
る
動
議
を
賛
成
少
数
で
否
決
し
、
無
記
名
投
票
で

選
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、
協
議
会
委
員
の
氏
名
に
つ
い
て
、
玉
津
会
長
は
「
採
択
後
も
公
表
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一

九
九
〇
年
三
月
二
十
日
付
で
当
時
の
文
部
省
が
発
出
し
た
通
知
（
「
教
科
書
採
択
の
在
り
方
の
改
善
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
）
は
、
「
採
択
地
区
に
お
け
る
採
択
地
区
協
議
会
等
の
委
員
名
に
つ
い
て
は
、
採
択
関
係
者
の
責
任
を
明
確
に
す
る

意
味
か
ら
も
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ
け
公
表
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
」
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の

協
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

協
議
会
委
員
に
学
識
経
験
者
と
し
て
参
加
し
た
石
垣
繁
氏
は
、
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
二
十
三
日
の
数
日
前
に
、
玉
津
会

長
か
ら
「
歴
史
は
帝
国
書
院
に
入
れ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
事
前
に
投
票
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
（
「
琉
球
新
報
」
八
月
二
十
八
日
付
）
。
背
景
と
し
て
、
自
民
党
県
連
幹
部
が
中
山
義
隆
石
垣
市
長
や
保
守

系
の
石
垣
市
議
ら
に
対
し
「
沖
縄
戦
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
」
と
繰
り
返
し
伝
え
、
歴
史
教
科
書
で
の
強
行
採
決
の
動
き

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
八
月
二
十
五
日
付
）
。
ま
た
、
協
議
会
副
会

長
の
崎
原
用
能
与
那
国
町
教
育
長
は
、
同
町
教
育
委
員
で
あ
る
協
議
会
委
員
と
、
育
鵬
社
の
歴
史
・
公
民
教
科
書
に
投
票
す

る
こ
と
を
相
談
し
、
玉
津
会
長
に
事
前
に
伝
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
「
琉
球
新
報
」
八
月
二
十
九
日

四



付
）
。
事
前
の
投
票
依
頼
に
つ
い
て
の
事
実
関
係
と
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
が
二
〇
〇
二
年
七
月
三
十
一
日
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
（
「
教
科
書
制
度
の
改
善
に
つ

い
て
（
検
討
の
ま
と
め
）
」
）
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
と
採
択
地
区
の
関
係
の
明
確
化
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
ま
ず
「
採
択
権
限
は
各
教
育
委
員
会
に
あ
り
、
採
択
地
区
協
議
会
は
地
区
内
の
構
成
市
町
村
で
同
一
の
教
科
書
を
採

択
す
る
た
め
の
協
議
を
行
う
場
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
今
も
変
わ
り
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

協
議
会
は
各
教
育
委
員
会
の
諮
問
を
受
け
、
調
査
研
究
を
行
い
、
結
果
を
答
申
す
る
こ
と
を
基
本
的
役
割
と
す
る
機
関
で
あ

り
、
そ
の
選
定
結
果
が
各
教
育
委
員
会
に
よ
る
採
択
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
改
め
て

そ
の
点
を
確
認
さ
れ
た
い
。

八

同
報
告
書
は
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
「
採
択
地
区
協
議
会
等
他
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
の
協
議
に
臨
む
前

に
、
（
略
）
協
議
が
一
度
で
整
わ
な
い
こ
と
も
想
定
し
、
（
略
）
再
協
議
の
場
合
の
手
続
を
定
め
て
お
く
」
こ
と
を
促
し
て

い
る
が
、
六
月
二
十
七
日
の
総
会
で
、
玉
津
会
長
の
提
示
し
た
規
約
改
定
案
は
、
各
教
育
委
員
会
が
協
議
会
で
選
定
し
た
教

科
書
と
異
な
る
決
定
を
し
た
場
合
に
「
再
協
議
し
た
結
果
を
八
重
山
採
択
地
区
の
最
終
結
果
と
す
る
」
と
明
記
し
て
い
た
た

め
、
副
会
長
の
慶
田
盛
安
三
竹
富
町
教
育
長
ら
が
反
対
し
、
「
役
員
会
で
再
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
変
更
さ
れ
た
経

五



緯
が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。
従
っ
て
、
規
約
第
九
条
五
に
規
定
す
る
役
員
会
に
よ
る
再
協
議
の
結
果
を
も
っ
て
同

地
区
の
採
択
結
果
と
す
る
こ
と
へ
の
各
教
育
委
員
会
の
合
意
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
八
月
三
十
一
日
に
開
か
れ
た
役
員
会
で
は
、
竹
富
町
教
育
委
員
会
に
対
し
、
答
申
通

り
に
採
択
す
る
よ
う
求
め
る
要
請
を
多
数
決
で
決
め
る
ほ
か
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
竹
富
町
教
育
委
員
会
は
九
月
二
日

の
臨
時
教
育
委
員
会
で
、
育
鵬
社
の
公
民
教
科
書
を
不
採
択
と
し
た
八
月
二
十
七
日
の
委
員
会
決
定
を
再
確
認
し
た
こ
と

で
、
規
約
に
定
め
ら
れ
た
協
議
会
に
よ
る
手
続
き
は
終
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

規
約
に
定
め
ら
れ
た
協
議
会
に
よ
る
手
続
き
は
終
了
し
、
三
市
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
採
択
結
果
は
一
致
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
三
市
町
教
育
委
員
会
は
、
教
科
書
無
償
措
置
法
第
十
条
に
基
づ
く
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
指
導
、
助
言
、
援
助
の

下
、
九
月
八
日
、
三
市
町
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
け
た
。
中
川
文
部
科
学
大
臣
は
、
九
月
十
三
日
の
記
者
会

見
で
、
「
協
議
は
調
っ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
協
議
の
場

で
は
、
協
議
の
形
態
に
つ
い
て
各
教
育
委
員
会
に
分
か
れ
て
検
討
し
た
結
果
、
与
那
国
町
教
育
委
員
会
は
合
意
を
前
提
と
し

て
全
教
育
委
員
で
協
議
す
る
こ
と
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
は
協
議
の
形
態
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
竹
富
町

教
育
委
員
会
は
十
三
名
の
教
育
委
員
全
員
で
協
議
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
・
発
言
し
、
議
長
が
全
教
育
委
員
で
協
議
す

六



る
こ
と
を
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
異
論
は
出
さ
れ
ず
、
協
議
は
一
応
の
成
立
を
見
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

協
議
後
、
石
垣
市
教
育
委
員
会
及
び
与
那
国
町
教
育
委
員
会
が
協
議
を
無
効
と
す
る
文
書
を
発
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
三
市
町
教
育
委
員
会
の
教
育
委
員
長
が
連
名
で
「
当
教
育
委
員
会
の
議
を
経
て
お
ら
ず
公
務
文
書
と
し
て
の
機
能
を

有
し
な
い
」
と
す
る
文
書
を
発
出
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。

十

協
議
会
の
答
申
後
、
三
市
町
教
育
委
員
会
の
採
択
結
果
が
分
か
れ
た
下
で
、
慶
田
盛
竹
富
町
教
育
長
が
役
員
会
に
よ
る
再

協
議
を
求
め
た
の
に
対
し
、
協
議
会
会
長
の
玉
津
石
垣
市
教
育
長
は
「
竹
富
町
は
違
法
な
決
定
を
し
た
」
「
市
教
委
と
し
て

の
採
択
を
ひ
っ
く
り
返
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
、
崎
原
与
那
国
町
教
育
長
は
「
答
申
通
り
で
は
な
い
教
科
書
を
採
択
し
た

竹
富
町
は
ル
ー
ル
違
反
だ
」
「
与
那
国
町
は
す
で
に
意
思
決
定
し
て
い
る
」
と
述
べ
（
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
八
月
二
十
八
日

付
）
、
現
行
教
科
書
無
償
措
置
法
の
規
定
に
従
い
、
同
一
の
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
を
求
め
る
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
通

知
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
再
協
議
に
否
定
的
な
考
え
を
示
し
て
い
た
。
九
月
八
日
の
協
議
の
場
に
お
い
て
も
、
玉
津
教
育
長
は

「
採
択
結
果
は
曲
げ
な
い
」
、
崎
原
教
育
長
は
「
多
数
決
を
し
た
ら
負
け
る
か
ら
や
ら
な
い
」
と
述
べ
、
同
様
の
姿
勢
で
臨

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
両
教
育
長
の
対
応
は
、
「
採
択
地
区
内
の
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
協
議
し
て
種
目
ご
と
に
同
一

の
教
科
用
図
書
を
採
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
定
め
た
現
行
教
科
書
無
償
措
置
法
第
十
三
条
第
四
項
に
反
す
る
も
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の
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

中
川
文
部
科
学
大
臣
が
「
協
議
は
調
っ
て
い
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
た

こ
と
に
対
し
て
、
沖
縄
県
の
大
城
浩
教
育
長
は
「
こ
れ
ま
で
文
科
省
の
指
導
、
助
言
を
受
け
進
め
て
き
た
。
驚
い
て
い
る
」

と
発
言
し
て
い
る
（
「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
」
九
月
十
四
日
付
）
。
「
こ
こ
で
は
し
ご
が
外
さ
れ
る
と
は
」
と
の
沖
縄
県
教
育
庁

関
係
者
の
発
言
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
「
琉
球
新
報
」
同
日
付
）
。
八
日
の
協
議
に
至
る
過
程
で
、
文
部
科
学
省
と
沖
縄
県

教
育
委
員
会
と
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
の
か
。
一
方
、
こ
の
見
解
が
示
さ
れ
た
十
三
日
、
自
民
党
の
文

部
科
学
部
会
と
日
本
の
前
途
と
歴
史
教
育
を
考
え
る
議
員
の
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、
文
部
科
学
省
の
代
表
も
出
席
し
て

い
る
。
会
議
の
司
会
を
務
め
た
義
�
弘
介
参
院
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
「
文
部
科
学
部
会
と
し
て
、
『
八
重
山

採
択
地
区
協
議
会
』
の
答
申
に
基
づ
き
教
科
用
図
書
を
採
択
す
る
よ
う
に
竹
富
町
教
育
委
員
会
を
指
導
す
る
よ
う
、
文
部
科

学
省
に
要
請
」
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
要
請
が
あ
っ
た
の
か
。

右
質
問
す
る
。
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